
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

を
し
た
方
に
、
町
か
ら
順
次
「
交

付
通
知
書
」
（
は
が
き
）
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
「
交
付
通
知
書
」

が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

に
役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
15

歳
未
満
の
方
ま
た
は
成
年
被
後
見

人
は
法
定
代
理
人
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
「
交
付
通
知
書
」

の
裏
面
に
書
か
れ
て
い
る
交
付
期

限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

当
分
の
間
は
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
交
付
通
知
書
」
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
住
民
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

交
付
場
所　

役
場
北
庁
舎
1
階
第

9
会
議
室
（
北
庁
舎
入
口
正
面
）

必
要
な
も
の

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

④
本
人
確
認
書
類

・
官
公
署
が
発
行
す
る
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
ま
た
は
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
あ

り
）
等
）
の
場
合
…
1
点

・
そ
の
他
の
身
分
証
明
書
（
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
ま
た
は
預

金
通
帳
等
）
の
場
合
…
2
点

※
15
歳
未
満
の
方
ま
た
は
成
年
被

後
見
人
に
同
行
す
る
法
定
代
理
人

の
方
の
本
人
確
認
書
類
も
必
要
で

す
。

⑤
代
理
権
の
確
認
書
類　

戸
籍
謄

本
そ
の
他
資
格
を
証
明
す
る
書
類

（
た
だ
し
、
「
本
籍
地
が
伊
奈
町

に
あ
る
場
合
」
ま
た
は
「
本
人
が

15
歳
未
満
の
方
で
代
理
人
と
同
一

世
帯
か
つ
親
子
関
係
に
あ
る
場
合
」

は
不
要
）

　

な
お
、
不
正
取
得
防
止
の
た
め

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
は
ご
本
人
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
入
院
、
身
体
の
障

が
い
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
住
民
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

3　

住
民
課
9
２
１
１
４

　

悩
み
な
が
ら
も
自
分
ら
し
く
活

躍
す
る
女
性
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
か
ら
「
私
ら
し
く

進
む
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
」
を
学

び
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所　

上
尾
市
プ
ラ
ザ
22

対
象　

子
育
て
中
の
女
性

定
員　

50
名

※
参
加
費
無
料
。
子
ど
も
を
連
れ

て
の
参
加
も
歓
迎
。
（
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
付
い
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

あ
り
）

内
容　

小
林
あ
ゆ
み
氏
（
合
同
会

社
ま
ま
の
え
ん
代
表
、
第
11
回
さ

い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
き
ら
き

ら
輝
き
部
門
受
賞
）
に
よ
る
講
演
、

主
催
者
か
ら
の
支
援
内
容
の
紹
介

2
/
3　

日
本
政
策
金
融
公
庫
さ

い
た
ま
支
店
蕕
６
４
３
︱
３
７
１

７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
４
３
︱
３
７
７
６

　

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
運
営
・

管
理
し
て
い
る
強
制
加
入
の
保
険

制
度
で
す
。
労
働
者
が
業
務
上
負

傷
し
た
場
合
等
に
必
要
な
保
険
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ

ば
、
加
入
手
続
を
行
い
、
労
働
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事

お電話の際は、今一度電話番号をご確認いただき、お掛け間違いのないようお願いいたします。
「○○○課○4けたの数字」とある場合は、まず伊奈町役場の代表番号（蕕 721-2111）におかけのうえ、内線番号をお伝えください。

内申問　／問合せ　　／申込み　　／電話番号　　／内線番号

内

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広　告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

子
育
て
マ
マ
の「
働
き
方
」

応
援
セ
ミ
ナ
ー

上尾警察署・上尾地方防犯協会

上尾警察署管内（平成28年1～9月）

振り込め詐欺 発生状況

　○携帯の番号が変わったよ
　○風邪をひいて声が変わったよ
　○また後で連絡するから。携帯番号は…
会話の中でこの言葉が出たら要注意！
「おかしい？」と思ったら「110番通報」または
上尾警察署（蕕048－773－0110）に通報
しましょう。

振り込め詐欺の撲滅をめざして！振り込め詐欺の撲滅をめざして！
あなたを騙す振り込め詐欺の３大キーフレーズ

被害多発中！

もしもし？ オ
レ
だ
よ
、オ
レ

オ
レ
だ
よ
、オ
レ

だ
れ
？

息
子
か
し
ら
…

※上尾警察署調べ
　被害件数・金額は暫定数

約4,278万円約4,278万円
32件32件

緊急対策

上尾警察署・上尾地方防犯協会

上尾警察署管内（平成27年1月～10月）

振り込め詐欺 発生状況

　○携帯の番号が変わったよ
　○風邪をひいて声が変わったよ
　○また後で連絡するから。携帯番号は…
会話の中でこの言葉が出たら要注意！
「おかしい？」と思ったら「110番通報」または
上尾警察署（蕕048－773－0110）に通報
しましょう。

振り込め詐欺の撲滅をめざして！振り込め詐欺の撲滅をめざして！
あなたを騙す振り込め詐欺の３大キーフレーズ

被害多発中！

もしもし？ オ
レ
だ
よ
、オ
レ

オ
レ
だ
よ
、オ
レ

だ
れ
？

息
子
か
し
ら
…

※上尾警察署調べ
　被害件数・金額は暫定数

約1億2,156万円約1億2,156万円
41件41件

緊急対策冬の交通事故防止運動 12月1日㈫～14日㈪

12月1日㈫～1月3日㈰

人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県

年末年始特別警戒取締り

　広く町民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を習慣付けることで、人や車の動きが慌しくなり、交通事
故の多発が懸念される年末の交通事故防止に努めましょう。

○ 高齢者の交通事故防止
○ 自転車の安全利用の推進（特に、自転車
　 安全利用五則の周知徹底）
○ 飲酒運転の根絶および路上寝込み等に
　よる交通事故防止

　例年、年末年始にかけて、ひったくりや空き巣、コンビニやドラ
ッグストアを狙った強盗事件など、生活に身近な犯罪が多発する傾
向にあります。上尾警察署では、警戒取締り期間中、制服警察官に
よる街頭パトロール活動を強化します。
　各地域においては、自主防犯パトロール活動等にご協力いただい
ておりますが、声を掛け合ってなお一層「安心安全な地域づくり」
に努めましょう。
　また、上尾警察署管内では、振り込め詐欺の被害が増加していま
すので、家族の絆を深めて被害防止に注意してください。
03　上尾警察署蕕７７３－０１１０

重点目標

3　生活安全課9２２８４

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
で
す

●手厚い介護体制
●充実の協力医療体制
●看取りまで心を込めて

☎０４８－７６５－１１６５
蓮田市蓮田2丁目153番地　http://www.oakplaza-care. jp/

ご入居者募集中
ご見学・体験入居

随時受付

介護付有料老人ホーム 
蓮田オークプラザ「介護館」

離婚・借金問題・相続・成年後見・B型肝炎

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

INA 2016.1112



〒362－8517　伊奈町大字小室9493 （代）
※掲載希望の方は、掲載希望月の前々月20日までに、持参または郵送で秘書広報課広報係まで。ただし月により締切日が変わることもありますのでお問い合わせください。

業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
の

手
続
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入

勧
奨
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な
加

入
手
続
を
行
わ
な
い
事
業
主
に
対

し
て
は
、
強
制
的
な
加
入
を
含
め

た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

3　

詳
し
く
は
埼
玉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
蕕
６
０
０
︱
６
２
０

３
へ

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

障
害
基
礎
年
金
1
級
程
度

の
障
が
い
が
重
複
す
る
な
ど
、
身

体
や
精
神
の
著
し
く
重
度
の
障
が

い
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
の
介
護
が
必
要
な
状
態
と
認
め

ら
れ
る
20
歳
以
上
の
方
（
施
設
入

所
中
や
3
か
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方
を
除
く
）

支
給
額　

月
額
2
万
6
，
8
3
0

円
（
所
得
制
限
あ
り
） 

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

20
歳
未
満
で
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（
施

設
入
所
中
や
障
が
い
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

を
除
く
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
一
部

ま
た
は
2
級
の
一
部

②
療
育
手
帳
Ⓐ
相
当

③
精
神
障
害
、
血
液
疾
患
等
で
①

②
と
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

支
給
額　

月
額
1
万
4
，
6
0
0

円
（
所
得
制
限
あ
り
）

2　

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
本
人
名
義
の
預
（
貯
）
金

通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
、

印
鑑
を
用
意
し
て
、
福
祉
課
障
害

者
福
祉
係
へ

※
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
受
給

資
格
の
あ
る
方
は
、
手
続
き
は
不

要
で
す
。

3　

埼
玉
県
東
部
中
央
福
祉
事
務

所
地
域
福
祉
担
当
蕕
７
３
７
︱
２

１
３
２

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人

権
週
間
を
記
念
し
た
行
事
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

12
月
4
日
㈰
13
時
～

場
所　

さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
下

落
合
5
︱
4
︱
3
）

内
容　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
、

野
原
す
み
れ
氏
（
が
ん
ば
ら
な
い

介
護
応
援
団
長
）
に
よ
る
講
演

「
家
族
介
護
者
の
心
の
健
康
～
知

っ
て
、気
づ
い
て
、支
え
合
お
う
」

定
員　

3
0
0
名

※
入
場
無
料

3　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
蕕
８
５
９
︱
３
５
０
７

　

消
防
署
で
は
、
9
月
9
日
（
救

急
の
日
）
に
伊
奈
中
央
駅
・
羽
貫

駅
・
内
宿
駅
で
救
急
車
の
適
正
利

用
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
2
分
に
1
回
」
、
こ
れ
は
埼

玉
県
内
で
救
急
車
が
出
動
し
て
い

る
回
数
で
す
。
症
状
に
緊
急
性
が

な
く
て
も
、「
交
通
手
段
が
な
い
」

「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
救
急
車
を
呼
ぶ

人
が
い
ま
す
。
「
平
日
は
休
め
な

い
」「
日
中
は
用
事
が
あ
る
」「
明

日
は
仕
事
」
と
、
緊
急
性
が
な
い

の
に
救
急
外
来
を
夜
間
や
休
日
に

受
診
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

の
み
な
さ
ん
自
身
の
安
心
の
た
め

に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
や
救
急

医
療
機
関
の
適
正
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

3　

消
防
署
蕕
７
２
２
︱
８
１
１

２

広　告

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当

12
月
４
日
～
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　空き地や林などの手入れをせず
にそのままにしておくと、雑草や
枝木が伸び、通行の妨げになる恐
れがあるほか、害虫の発生や火災
または犯罪の発生などの原因となり、近隣住民に
迷惑をかけてしまうことがあります。
　空き地や林などの所有者は所有地の状況を確認
し、伸びている雑草や枝木がある場合は、刈るな
どして良好な状態を保ち、近隣住民への配慮をお
願いします。
　また、町では自らの土地を適正に管理する方の
ために、刈り払い機の貸し出しを無料で行ってい
ます。詳しくは環境対策課までお問い合わせくだ
さい。
03　環境対策課19２２５１・２２５２

雑草や枝の切り払いをして
近所に配慮を

　

県道上尾蓮田線　がんセンター通り
伊奈町小室４８０４－１

散骨（代行委託）
64,800円にて承ります
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